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衆
議
院
議
員
木
村
榮
君
提
出
石
油
貯
蔵
タ
ン
ク
増
設
許
可
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
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一 

 



一 

増
設
許
可
は
左
の
事
情
を
考
慮
し
て
行
つ
た
も
の
で
あ
る
。 

3 

問
題
の
場
所
は
、
丸
善
石
油
株
式
会
社
松
山
製
油
所
の
隣
接
地
域
で
あ
り
、
一
万
ト
ン
級
タ
ン
カ
ー
繋
留
可
能
の
岸

ぺ
き
、
さ
ん
橋
に
充
分
な
る
施
設
を
有
す
る
の
で
、
原
油
、
製
品
兼
用
の
石
油
貯
蔵
タ
ン
ク
施
設
を
建
設
す
る
に
は
最

も
適
し
て
い
る
。 

、

、

2 

左
の
事
態
に
対
し
て
、
太
平
洋
岸
の
各
製
油
工
場
に
対
す
る
原
油
貯
蔵
用
と
し
て
は
、
主
と
し
て
瀨

内
海
地
区
に

存
在
す
る
旧
軍
用
施
設
の
一
時
使
用
を
考
慮
し
、
製
品
貯
蔵
タ
ン
ク
と
し
て
は
現
有
全
施
設
を
活
用
す
る
ほ
か
、
基
地

の
強
化
を
考
慮
し
て
も
、
四
国
地
区
に
お
い
て
は
石
油
製
品
の
輸
入
並
び
に
配
給
基
地
施
設
と
し
て
見
る
べ
き
も
の
が

な
い
情
況
で
あ
る
。 

1 

朝
鮮
動
乱
ぼ
つ
発
に
伴
い
、
輸
送
の
と
絶
等
非
常
事
態
に
備
え
る
た
め
、
わ
が
国
経
済
の
原
動
力
で
あ
る
石
油
製
品

並
び
に
原
油
の
相
当
量
の
貯
蔵
を
必
要
と
す
る
状
況
に
立
ち
至
つ
た
。 

、 衆
議
院
議
員
木
村
榮
君
提
出
石
油
貯
蔵
タ
ン
ク
増
設
許
可
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

、

三 

 



四 

充
分
調
査
の
上
、
許
可
し
た
も
の
で
あ
る
。 

三 

現
在
農
地
に
属
す
る
以
外
の
敷
地
に
お
い
て
、
諸
附
属
施
設
建
設
に
着
工
し
て
い
る
の
で
、
許
可
取
消
の
意
思
は
な 

い
。 

二 

別
途
書
類
を
提
出
せ
し
め
完
備
し
た
も
の
で
あ
る
。 

4 
又
懸
案
の
土
地
問
題
に
つ
い
て
も
、
愛
媛
県
農
地
委
員
会
会
長
よ
り
の
昭
和
二
十
五
年
五
月
七
日
附
申
し
越
し
に
よ

り
一
応
問
題
な
い
も
の
と
思
料
し
、
許
可
し
た
も
の
で
あ
る
。 

右
答
弁
す
る
。 

四 

 




